
田園調布古墳群とは？

その他の遺跡・古墳

多摩川台公園内で見られる古墳

●亀甲山古墳（③）〔国史跡〕

●宝萊山古墳（①）〔都史跡〕

●多摩川台古墳群（②）〔都史跡〕

★下沼部貝塚と古墳群（⑥）

★扇塚古墳（碑）（⑤）

★浅間神社古墳（④）

マップに出てくる古墳の年表

★今後の調査で内容が変わる可能性があります。

大田区と世田谷区の、多摩川左岸の台地上に広がる

古墳群を荏原（台）古墳群といいます。荏原（台）

古墳群のうち、大田区側を田園調布古墳群、世田谷

区側を野毛古墳群といいます。付近をさんぽすると、

とても高低差があり、標高が高く、眺めの良いとこ

ろに古墳が造られたことがよくわかります。

墳形：前方後円墳

特徴：東京都内で最大級の

　古墳です！全長はなんと

　107.25ｍです！

　多摩川下流域の首長墓と

　考えられています。

　

墳形：前方後円墳

出土遺物：銅鏡・鉄剣・

　鉄鏃・玉類、石製品など

特徴：田園調布古墳群のな

　かで最古級の古墳です！

　全長は97ｍで、墳丘の

　上に登ることができます。

墳形：前方後円墳(１号墳)・円

　墳(3～８号墳)、不明(2号墳)

出土遺物：大刀・金環・鉄鏃・

　須恵器・円筒埴輪など

特徴：１～８号墳が列状に並

　んでいますが、それぞれで

　造られた時期が異なります。

特徴：下沼部貝塚は、台地上に造られた縄文時代と弥生時

　代の集落跡です。古墳時代になると、集落ではなく古墳

　が数基造られ、土地の利用方法が変わったことがわかり

　ました。

墳形：円墳？

出土遺物：銅鏡・鉄剣など

特徴：現在墳丘は残っていませ

　んが、「扇塚」の石碑が道路

　沿いに建っています。

墳形：前方後円墳

出土遺物：朝顔形埴輪・円筒

　埴輪・形象埴輪など

特徴：墳丘の上に浅間神社が建

　ち、墳丘の下の地中には縄文・

　弥生時代の遺跡もあります。

さらに詳しくは、こちら↓もご覧ください！郷土博物館で購入できます。
　『大昔の大田区』（価格：300円、古墳展示室でも販売中）
　『大田区古墳ガイドブック』（価格：200円、古墳展示室でも販売中）
　『大田区歴史散策ガイドブック（嶺町・田園調布編）』（価格：１00円）

鹿形埴輪・人物(男子)形埴輪
（いずれも浅間神社所蔵・非公開）

連弧文鏡
れんこもん

大刀
（東京都江戸東京博物館所蔵）

玉類・石製品

航空写真
大田区教育委員会編 1992

『大田区の埋蔵文化財』第 12 集を
一部改変。
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時代 西暦
田園調布古墳群の
主な古墳の時期

日本のできごと

卑弥呼と魏の交流

箸墓古墳の築造(奈良県)

宝萊山古墳

亀甲山古墳

浅間神社古墳

多摩川台２号墳 仏教伝来

多摩川台１号墳 聖徳太子が摂政になる

多摩川台３～７号墳

大化改新

大宝律令

冠位十二階
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大山古墳(仁徳天皇陵
古墳)の築造(大阪府）

倭王武と宋の交流

浅間様古墳

はしはか

だいせん

多摩川台８号墳


